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サーベイサーベイサーベイサーベイサーベイサーベイサーベイサーベイ

職掌に応じて特に必要とされる14のコンピテンシーを抽出し、社員の現状における行動の特性を自己評価と他者評価の

双方の視点から多面的に診断するとともに、人材のポテンシャルを可視化します。

自分自身で評価する行動特性（コンピテンシー）と他者（一緒に働く上司、同僚、部下）からみた行動特性（コンピテンシー）
とのギャップ分析から、自己の強み・弱みが把握でき、今後優先して取り組むべき課題が明確になります。

多面観察評価のインパクトの強さと納得性の高さが、本人の気づきを促し、結果を受容し、行動を変えるきっかけをつくる

ことになり、今後の自己開発計画を具体的に策定することができます。
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知力（優秀な成績か）、希望
（何をやりたいか）、動機（やる
気はあるか）、性格（どんな性

向か）、経験（経験を積んでい
るか）、知識（知識が豊富か）
など現状を評価するのではな
く、これら保有能力を踏まえた
上で果たして成果に結びつけ

る行動特性を有しているかが
重要になります。
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組織能力アセスメント組織能力アセスメント
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本来、コンピテンシー項目は、業種、業態、企業特性などの総体として企業戦略を担う人材のコンピテンスを具現化した人的要素です。本サーベイ
では、ミッション・活動分析と組織能力アセスメントをベースに企業および組織能力を構成するコンピテンシーを分析・整理しています。

コンピテンシーの源泉となるコンピテンシー・ディクショナリーの体系化にあたっては、コンピテンシー研
究の第一人者であるイギリス人学者（コンピテンシー専門家）により古代ギリシャ時代から言われている
古典的分類（人の感覚ー思考ー行動）とゴールマン博士のEQコンピテンシーの分類（個人的なものー

社会的なもの）を融合させたフレームを取り入れています。

コンピテンシーの源泉となるコンピテンシー・ディクショナリーでは、実際の現場におけるコンサルティン
グノウハウ、および蓄積されたデーターベースを基に８０の主要コンピテンシーをまとめています。

このコンピテンシー・ディクショナリーをベースにして、クライアント企業および該当職位・職種ごとに要求
される１４のコンピテンシーを抽出することで、企業の実態に合致した最適の診断情報を導き出すことが
でき、実践に即した活用ができます。

（カスタマイズ例／マネージャークラス） ※ミドルマネジメント、シニアマネジメント向け等があります。
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5 1 協 力 / 協 働 意 識 T h i n k 自 己 の 役 割 の み な ら ず 、 他 者 の 役 割 に つ い て も 認 識 し 、 リ ス ク に 対 処 で き る 体 制 を 作 り 遂 行 す る 。

5 2 ビ ジ ネ ス マ イ ン ド T h i n k 自 社 の 持 つ 強 み 弱 み を 理 解 し 、 自 ら の 行 動 が 収 益 に 結 び つ い て い く の か を 考 え な が ら 行 動 す る 。

5 3 分 析 的 思 考 T h i n k も の ご と の 原 因 や 結 果 、 そ れ に 至 る プ ロ セ ス や 状 況 を 正 確 に 把 握 し て 的 確 な 手 法 を 考 え 出 す 。

5 4 チ ャ レ ン ジ 精 神 T h i n k 敢 え て 自 ら リ ス ク の 高 い 仕 事 に 挑 戦 し た り 、 権 力 の あ る 人 に 立 ち 向 か う 姿 勢 を 常 に 抱 く 。

5 5 顧 客 中 心 T h i n k 顧 客 の 願 望 を 把 握 し 、 長 期 的 な コ ス ト パ フ ォ ー マ ン ス を 考 慮 し て 顧 客 の 要 望 に 応 え る 。

5 6 継 続 的 向 上 心 T h i n k 自 己 の 現 状 に 甘 ん じ る こ と な く 、 さ ら に 高 い レ ベ ル を 目 指 し 、 努 力 を 惜 し ま ず 学 ぶ 姿 勢 が あ る 。

5 7 品 質 志 向 T h i n k 商 品 力 の 差 を 品 質 の 差 で あ る こ と を 認 識 し た 上 で 顧 客 の 付 加 価 値 を 高 め る 。

5 8 サ ー ビ ス 志 向 T h i n k 顧 客 の み な ら ず 組 織 内 ま た は 取 引 先 に 対 し て お 互 い の 信 頼 関 係 を 高 め コ ス ト に 見 合 う 奉 仕 を す る 。

5 9 計 画 性 ・ 緻 密 性 F e e l 市 場 の 動 向 や 自 己 の 能 力 を ベ ー ス に 妥 当 性 ・ 論 理 性 と と も に 計 画 性 を 持 ち な が ら 行 動 す る 。

6 0 概 念 的 思 考 T h i n k バ ラ バ ラ な 要 素 を 繋 ぎ 合 わ せ て 、 も の ご と を 抽 象 化 し て 捉 え る こ と で 的 確 な 手 法 を 考 え 出 す 。

6 1 開 発 / 独 創 意 識 T h i n k 既 定 の 事 実 や 事 柄 を 超 え て 探 求 ・ 思 考 す る こ と で 、 独 自 の 手 法 や 解 決 法 を 見 出 す 。

6 2 プ ラ イ オ リ テ ィ ・ バ ラ ン ス T h i n k 様 々 な 責 務 に 時 間 を 配 分 し 、 社 内 外 の 顧 客 の ニ ー ズ に 適 合 す る よ う に バ ラ ン ス を と り な が ら 行 動 す る 。

6 3 戦 略 的 思 考 T h i n k 経 営 環 境 や 市 場 動 向 、 業 界 情 報 等 を 収 集 ・ 分 析 し て 、 総 合 的 な 判 断 で 的 確 な 手 法 を 考 え 出 す 。

6 4 重 要 な 意 思 決 定 T h i n k リ タ ー ン の 最 大 化 と リ ス ク の 最 小 化 を 常 に 意 識 し な が ら 迅 速 且 つ 的 確 な 意 思 決 定 を 行 う 。

6 5 信 頼 性 F e e l ミ ス に 対 す る 責 任 を 受 け 入 れ 情 報 を 誠 実 に 伝 え 、 組 織 が 支 持 す る 価 値 に は 一 貫 し た 行 動 を す る 。

6 6 持 続 性 F e e l 詳 細 な 転 ま で プ ロ ジ ェ ク ト に 集 中 す る 能 力 と 意 欲 を 持 ち 適 切 な ペ ー ス ト と テ ン ポ を 維 持 す る 。

6 7 社 交 性 F e e l 他 者 と の 触 れ 合 い を 好 み 、 思 い や り を 示 し 、 様 々 な 人 々 と 良 好 な 関 係 を 築 く こ と が で き る 。

6 8 積 極 性 F e e l ど の 様 な 状 況 下 で も ま た ど の 様 な も の ご と に 対 し て も 常 に 前 向 き な 姿 勢 で 捉 え る こ と が で き る 。

6 9 誠 実 性 F e e l ど の よ う な 状 況 下 で あ っ て も ビ ジ ネ ス に 対 し て 真 剣 に 取 り 組 み 、 他 人 に 対 し て 真 心 を も っ て 接 す る 。

7 0 柔 軟 性 ・ 順 応 性 F e e l あ ら ゆ る 変 化 に 対 応 す る と と も に 、 そ こ で 生 じ る 変 化 を ビ ジ ネ ス チ ャ ン ス と 捉 え 、 果 敢 に 行 動 す る 。

7 1 ス ト レ ス 耐 性 F e e l ど の よ う な 状 況 下 で あ っ て も 、 積 極 的 に 捉 え 、 例 え 一 時 的 に ダ メ ー ジ を 受 け て も 素 早 く 立 ち 直 る 。

7 2 自 信 / モ チ ベ ー シ ョ ン F e e l ど の 様 な 困 難 な 状 況 下 で あ っ て も 自 分 自 身 を 肯 定 的 に 捉 え る こ と が で き る 。

7 3 セ ル フ コ ン ト ロ ー ル F e e l ど の 様 な 困 難 な 状 況 下 で あ っ て も 動 揺 す る こ と な く 冷 静 沈 着 に 対 処 ・ 対 応 す る こ と が で き る 。

7 4 創 造 性 F e e l 過 去 の 実 績 や 習 慣 に 捕 わ れ ず 全 く 新 し い 視 点 で も の ご と を 捉 え 、 独 自 の 考 え に 基 づ き 行 動 す る 。

7 5 主 体 性 F e e l 他 者 に よ っ て 導 か れ る の で は な く 、 自 ら が 率 先 し て 自 己 の 責 任 を 自 覚 し な が ら 行 動 す る 。

7 6 思 慮 深 さ F e e l ミ ス を 認 め 他 者 を 非 難 せ ず に 、 他 者 か ら の 批 判 も 建 設 的 に 受 け 止 め 成 長 の 機 会 と し て 活 用 す る 。

7 7 共 感 性 F e e l 他 者 の ニ ー ズ や 懸 念 に 対 し て 配 慮 し 、 一 緒 に す る こ と を 楽 し み 、 適 切 な 会 話 が で き る 。

7 8 環 境 適 応 性 F e e l 異 な る 状 況 、 組 織 や 人 間 関 係 で あ っ て も 、 自 ら を 見 失 う こ と な く そ の 環 境 に 適 応 す る 。

7 9 変 化 対 応 性 F e e l 異 な る 状 況 、 組 織 や 人 間 関 係 を 素 早 く 認 識 し て 、 変 化 に 合 わ せ て 臨 機 応 変 に 対 応 す る 。

8 0 革 新 性 F e e l 旧 態 然 と し た 過 去 の 悪 し き 慣 習 を 打 破 し て 全 く 新 し い フ レ ー ム を 作 り な が ら 新 し い 発 想 で 行 動 す る 。
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行 動 ﾚ ﾍ ﾞﾙ N o コ ン ピ テ ン シ ー 分 類 定 義

1 チ ー ム ワ ー ク R e l a t i o n 共 通 の 目 標 を 意 識 し な が ら 行 動 し て 、 そ れ を 達 成 す る こ と が 重 要 で あ る こ と を 認 識 し て 、 協 力 し 合 う 。

2 パ ー ト ナ ー シ ッ プ R e l a t i o n 相 互 補 完 の 有 意 性 を 理 解 し た 上 で 、 必 要 時 に 相 互 協 力 し あ う 信 頼 関 係 性 を 維 持 す る 。

3 オ ー ラ ル コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン R e l a t i o n 相 手 に 対 し 敬 意 を 表 す る 姿 勢 で 話 を す る と と も に 、 複 雑 な 事 柄 を シ ン プ ル 且 つ 正 確 に 話 を す る 。

4 関 係 構 築 R e l a t i o n 自 己 の 能 力 を 認 識 し た う え で 、 新 た な 対 人 関 係 を 構 築 し 、 良 好 な 人 間 関 係 を 維 持 す る 。

5 顧 客 維 持 R e l a t i o n 常 に 顧 客 の 立 場 に た っ て も の ご と を 考 え 支 援 す る こ と で 良 好 な 関 係 性 を 維 持 す る 。

6 ネ ッ ト ワ ー ク ビ ル デ ィ ン グ R e l a t i o n 情 報 源 、 支 援 を 得 ら れ る 人 た ち と 接 触 し 、 定 期 的 な 交 際 を 通 じ て 関 係 性 を 維 持 す る 。

7 プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン R e l a t i o n 複 雑 な ニ ー ズ を 的 確 に 分 析 ・ 把 握 し て 、 相 手 の 立 場 に た っ て 的 確 に 主 旨 を 伝 達 す る 。

8 対 人 理 解 R e l a t i o n 他 者 の 行 動 や 立 居 振 舞 に つ い て 洞 察 力 を 持 ち 、 相 手 の 意 思 や 感 情 を 推 察 す る 。

9 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン R e l a t i o n 口 頭 や 文 書 に よ る コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 手 段 を 活 用 す る こ と で 、 自 分 の 意 図 通 り に 相 手 を 動 か す 。

1 0 リ ス ニ ン グ R e l a t i o n 相 手 に 対 し 敬 意 を 表 す る 姿 勢 で 話 を 聞 き 、 相 手 の 考 え を 尊 重 し 内 容 に つ い て も 十 分 に 咀 嚼 す る 。

1 1 コ ー デ ィ ネ ー シ ョ ン R e l a t i o n 顧 客 が 望 む 結 果 が 実 現 す る よ う に 、 関 連 す る 一 連 の 活 動 や 資 源 の 調 整 を 計 る 。

1 2 リ ー ダ ー シ ッ プ R e l a t i o n チ ー ム 内 各 メ ン バ ー の 個 々 の 力 を 引 き 出 す こ と に よ り 会 社 の 進 む べ き 方 向 へ 導 い て い く 。

1 3 人 材 育 成 R e l a t i o n 状 況 や 能 力 に 応 じ て 適 切 な 育 成 場 面 を 設 定 し 、 自 己 啓 発 を 促 し 、 能 力 開 発 を 支 援 す る 。

1 4 信 頼 構 築 R e l a t i o n 相 手 に 分 け 隔 て な く 接 し 、 自 己 公 開 す る こ と に よ り 、 相 手 の 警 戒 心 を 解 き 、 信 頼 関 係 を 築 く 。

1 5 説 得 力 R e l a t i o n 自 分 の 意 図 を 的 確 に 相 手 に 伝 え 、 相 手 の 理 解 と 行 動 を 促 す こ と が で き る 。

1 6 エ ン パ ワ ー メ ン ト R e l a t i o n 組 織 を 構 成 す る メ ン バ ー の 潜 在 能 力 を 引 き 出 し 、 組 織 を 活 性 化 さ せ る 。

1 7 チ ー ム ビ ル デ ィ ン グ R e l a t i o n シ ナ ジ ー 効 果 を 産 み 出 す チ ー ム を 作 る こ と で 、 個 人 能 力 の 結 集 以 上 の 成 果 を 生 み 出 す 。

1 8 モ テ ィ ベ ー ト R e l a t i o n チ ー ム 内 の メ ン バ ー や 自 己 を 常 に 動 機 付 け 、 高 い 意 識 を 維 持 し て い く 。

1 9 コ ン サ ル テ ィ ン グ R e l a t i o n 意 思 決 定 に 際 し そ れ に よ っ て 影 響 が 及 ぶ 人 や 問 題 解 決 に キ ー と な る 利 害 関 係 者 と の 調 整 を 計 る 。

2 0 カ ウ ン セ リ ン グ R e l a t i o n 意 思 決 定 に 際 し そ れ に よ っ て 影 響 が 及 ぶ 人 の 心 情 を 察 知 し 相 手 の 立 場 に な り 調 整 を 計 る

2 1 意 思 疎 通 R e l a t i o n 平 時 に お け る 良 好 な 人 間 関 係 性 か ら 、 相 互 の 意 思 を 最 小 の 労 力 と 時 間 で 確 認 す る 。

2 2 対 人 イ ン パ ク ト R e l a t i o n 論 理 的 ・ 感 情 的 な 影 響 力 を 意 図 的 に 活 用 す る こ と に よ り 相 手 に 対 し て 影 響 を 与 え る 。

2 3 確 認 徹 底 A c t 曖 昧 な こ と を 減 ら し 、 詳 細 な こ と に 注 意 を 払 い 、 系 統 化 す る こ と で 解 り や す く す る 。

2 4 継 続 学 習 A c t 予 期 し な い こ と も 何 か 新 し い こ と を 学 ぶ チ ャ ン ス と し て 捉 え 、 新 し い 分 野 に 挑 戦 す る 機 会 を 楽 し む 。

2 5 顧 客 満 足 A c t 常 に 顧 客 の ニ ー ズ に 関 心 を 持 ち 、 顧 客 の 立 場 に た っ て 行 動 す る こ と で 顧 客 の 満 足 を 得 る 。

2 6 情 報 分 析 A c t 氾 濫 す る 情 報 か ら 必 要 な 情 報 を 的 確 に 抽 出 す る と と も に 統 計 的 に 分 析 す る こ と が で き る 。

2 7 情 報 収 集 A c t 常 に 最 新 の 情 報 源 を 持 ち 、 そ の 活 用 に よ り 体 系 的 に 且 つ 迅 速 に 情 報 収 集 で き る 。

2 8 葛 藤 解 決 A c t 周 囲 の 状 況 や 自 己 の 立 場 を 自 覚 し た 上 で 、 迷 い を 断 ち 切 り 迅 速 且 つ 的 確 な 選 択 が で き る 。

2 9 達 成 ・ 成 果 A c t 総 体 的 な 視 野 に 立 っ て 目 標 設 定 を し て 、 そ の 達 成 に 向 け て 粘 り 強 く 行 動 し 、 成 果 に 結 び つ け る 。

3 0 自 己 完 結 A c t 仕 事 の 達 成 基 準 を 自 己 満 足 度 に 置 か ず 、 周 囲 の 状 況 に 応 じ た 基 準 設 定 を 行 う 。

3 1 問 題 解 決 A c t 原 因 を 特 定 し 、 適 切 な 方 法 で 解 決 を 図 る と 同 時 に 迅 速 な 返 答 を 相 手 に 行 い 、 俊 敏 に 処 理 す る 。

3 2 課 題 発 見 A c t 業 務 を 遂 行 す る 上 で の 障 害 と な る 課 題 の 所 在 を 的 確 に つ か み 、 そ の 対 処 を 事 前 に 行 う 。

3 3 自 己 主 張 A c t ど の 様 な 状 況 下 に お い て も 、 自 ら の 意 見 を 持 ち 、 そ の 意 見 を 的 確 に 伝 え る こ と が で き る 。

3 4 情 報 開 発 A c t 情 報 の 所 在 を 発 見 し 、 新 た な 情 報 源 と し て 活 用 し 、 体 系 的 に 情 報 の 整 理 を す る 。

3 5 イ ニ シ ィ ア テ ィ ブ A c t 積 極 的 に 行 動 す る こ と を 通 じ て 自 ら の 強 い モ チ ベ ー シ ョ ン を 周 囲 に 対 し ア ピ ー ル し て い く 。

3 6 倫 理 的 行 動 A c t 他 者 を 公 平 に 尊 敬 を も っ て 扱 い 、 あ ら ゆ る 状 況 に お い て も 節 度 を も っ て 誠 意 あ る 行 動 を す る 。

3 7 最 適 目 標 設 定 A c t 現 状 の 能 力 や 取 り 巻 く 環 境 を 認 識 し た 上 で 、 長 期 的 な 視 点 に た ち 目 標 設 定 を 最 適 化 す る 。

3 8 タ イ ム マ ネ ジ メ ン ト A c t 高 い 自 己 統 制 の 下 、 時 間 管 理 を 行 い 、 ム ダ ヤ ロ ス を 排 除 し な が ら 職 務 を 遂 行 す る 。

3 9 ア カ ウ ン タ ビ リ テ ィ A c t 職 務 の み で な く 業 績 に つ い て の 責 任 を 正 し く 説 明 で き 責 任 を 果 た す べ く 自 発 的 に 行 動 す る 。

4 0 イ ノ ベ ー シ ョ ン A c t 1 つ の 方 法 論 に 固 執 す る の で は な く 、 常 に 市 場 の 動 き に 応 じ た 新 し い 考 え や 方 法 を 開 発 す る 。

4 1 影 響 力 の 発 揮 A c t 考 え 方 や ア イ デ ア を 説 得 的 に 説 明 し て 、 関 係 を 損 ね る こ と な く 譲 歩 を 引 き 出 し 他 者 に 影 響 を 与 え る 。

4 2 交 渉 / 折 衝 A c t 相 手 に 関 す る 情 報 を 収 集 す る と と も に 的 確 な 分 析 で 、 長 期 的 視 点 に た ち 相 手 と 話 が で き る 。

4 3 コ ン フ リ ク ト 解 消 A c t 職 務 遂 行 上 の 相 互 の 争 い の 仲 介 に 入 り 利 害 関 係 の 調 整 を 計 り 、 調 和 を 達 成 す る 。

4 4 資 源 の 活 用 A c t ソ フ ト 、 ハ ー ド 両 面 に お け る あ ら ゆ る 資 源 を 積 極 的 に 活 用 す る こ と で 付 加 価 値 を 高 め る 。

4 5 コ ミ ッ ト メ ン ト A c t 組 織 の 方 向 性 を 十 分 に 理 解 し た 上 で 、 自 己 の 役 割 を 明 確 に し て そ の 達 成 に 責 任 を 持 つ 。

4 6 認 知 ・ 認 識 力 A c t 効 果 的 な パ フ ォ ー マ ン ス 、 重 要 な 達 成 、 特 別 な 貢 献 に 対 し 、 賞 賛 を 与 え 正 し い 評 価 を 与 え る 。

4 7 リ ス ク テ イ キ ン グ A c t 職 務 遂 行 上 発 生 が 予 想 さ れ る あ ら ゆ る リ ス ク を 最 小 限 に 抑 え て 安 定 的 な 業 績 を 上 げ る 。

4 8 計 画 策 定 A c t 外 部 環 境 。 内 部 資 源 を 把 握 し 、 他 の 計 画 と の 整 合 性 や リ ス ク を 考 慮 し な が ら 具 体 的 に 計 画 を 策 定 す る 。

4 9 戦 略 的 管 理 A c t 課 題 の 解 決 の 進 行 状 況 や リ ソ ー ス の 状 況 を 的 確 に 把 握 し て 、 活 用 レ ベ ル で の 管 理 を し て い る 。

5 0 ビ ジ ョ ン 創 造 A c t 組 織 の 現 状 を 認 識 し 、 環 境 の 変 化 を 踏 ま え て 、 ビ ジ ョ ン を 創 造 し て 、 社 員 の 動 機 付 け を 計 る 。
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開 発 の 背 景

設計コンセプト

今日、そして今後も続くことが予見されるグローバルで競争の激しい環境下では企業の成長・発展はその「人材」に依存します。すなわち、組織全
体にわたって「人」が戦略を形成します。組織の効率や生産性を高め、利益率を向上させるためには、適切な人を適切な職務につけること、そして、
適切な能力開発を進めることがより重要になってきます。その前提として、個々人の行動特性（コンピテンシー）を見極めることは必要不可欠です。
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No.

実施実施実施実施

性別性別性別性別 年齢年齢年齢年齢

【【【【ギャップギャップギャップギャップ（（（（観察者評価観察者評価観察者評価観察者評価－－－－本人評価本人評価本人評価本人評価））））がががが低低低低いいいい順順順順】】】】 【【【【基本的基本的基本的基本的なななな特徴特徴特徴特徴】】】】

NoNoNoNo 本人 観察者ギャップ

1111 計画性・緻密性 4.1 2.7 ▲ 1.5

2222 ビジョン創造 3.9 2.7 ▲ 1.2

3333 説得力 4.0 2.9 ▲ 1.1

4444 最適目標設定 3.9 2.8 ▲ 1.0

5555 リーダーシップ 3.6 2.6 ▲ 1.0

【【【【ギャップギャップギャップギャップ（（（（観察者評価観察者評価観察者評価観察者評価－－－－本人評価本人評価本人評価本人評価））））がががが高高高高いいいい順順順順】】】】

NoNoNoNo 本人 観察者ギャップ

1111 革新性 3.1 3.0 ▲ 0.2

2222 エンパワーメント 3.4 3.1 ▲ 0.2

3333 対人インパクト 3.0 2.7 ▲ 0.3

4444 イノベーション 3.4 3.0 ▲ 0.4

5555 戦略的思考 3.4 2.9 ▲ 0.5

【【【【観察者評価観察者評価観察者評価観察者評価がががが高高高高いいいい順順順順】】】】

NoNoNoNo 本人 観察者ギャップ

1111 エンパワーメント 3.4 3.1 ▲ 0.3

2222 変化対応性 3.8 3.1 ▲ 0.7

3333 革新性 3.1 3.0 ▲ 0.2

4444 イノベーション 3.4 3.0 ▲ 0.4

5555 戦略的思考 3.4 2.9 ▲ 0.5

【【【【観察者評価観察者評価観察者評価観察者評価がががが低低低低いいいい順順順順】】】】

NoNoNoNo 本人 観察者ギャップ

1111 リーダーシップ 3.6 2.6 ▲ 1.0

2222 ビジョン創造 3.9 2.7 ▲ 1.2 ・評点は、最大値を5.0とし、小数点第二位以下を四捨五入して表示しています。

3333 計画性・緻密性 4.1 2.7 ▲ 1.5

4444 対人インパクト 3.0 2.7 ▲ 0.3

5555 最適目標設定 3.9 2.8 ▲ 1.0

・ギャップは、本人評価と観察者評価の実数により計算した数値の小数点第二
位以下を四捨五入して表示しています。このため、本人評価と観察者評価の表
示された数値での計算による数値と誤差が生じる場合がございます。悪しから
ずご了承ください。

【補足事項】
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ⅡFor the best Human Resourse Development

組織目標と自己目標がどの様に連動していくかを具体的にイメージして目標設定をする。

COMPETENCY BALANCE CHARTCOMPETENCY BALANCE CHARTCOMPETENCY BALANCE CHARTCOMPETENCY BALANCE CHART

社社社社　　　　名名名名 ○○○○○○○ 所属所属所属所属

コンピテンシー 観察者からみたコンピテンシーの特徴

氏名氏名氏名氏名

COMPETENCY SURVEY 360CS360MM

○○　○○

過去の慣習や慣例を改善しながら旧来の慣習を活かしたより良いフレームを創りだす。

メンバー個々の長所・短所を把握したうえで権限を与え特性に応じた職務を委任する。

自己の主張を積極的にアピールするが聴き手のレベルや関心に合わせようとはしない。

平成23年1月11日
○○○ 役職役職役職役職

自らの考えを踏まえながら相手の立場になって相手のニーズに対応する話をする。

組織目標と自己目標がどの様に連動していくかを具体的にイメージして目標設定をする。

メンバーの長所だけでなく短所を把握していて個々の仕事における効果を説明できる。

★人心に対する関心があまり強くなく、組織全体に対して目的や目標を
示すが、浸透に至らない。課題解決に向け組織力を引き出す力はやや
弱い。しかし、状況によっては、旧態依然とした思想や価値観に捉われ
ず、新たな取り組みを積極的に行う。

☆部下やプロジェクトメンバーをあまり信頼していないため、権限委譲が
十分に進まず意志決定権限の多くを自分で誇示する傾向がある。環境
変化の激しい状況下では、現場での対応が遅れビジネスチャンスを逃
す可能性がある。しかし、状況によっては、旧態依然とした価値観に捉
われず、新たな取り組みを積極的に行う。

組織のビジョンについて伝達はするが具体的なイメージについて曖昧で行動が伴わない。

情報収集をして外部環境の変化を反映させながら計画を立て計画に準じて行動する。

コンピテンシー

コンピテンシー

観察者からみたコンピテンシーの特徴

メンバーの長所だけでなく短所を把握していて個々の仕事における効果を説明できる。

コンピテンシー 観察者からみたコンピテンシーの特徴

メンバー個々の長所・短所を把握したうえで権限を与え特性に応じた職務を委任する。

異なる状況を認識して変化に対応した行動の必要性を感じ臨機応変に対応しようとする。

周囲の状況や環境変化に対応して長期的な視点に立ってものごとを捉え戦略を立案する。

観察者からみたコンピテンシーの特徴

組織のビジョンについて伝達はするが具体的なイメージについて曖昧で行動が伴わない。

情報収集をして外部環境の変化を反映させながら計画を立て計画に準じて行動する。

自己の主張を積極的にアピールするが聴き手のレベルや関心に合わせようとはしない。

旧来の手法や考え方を変える必要性は認識しているが新しい発想や行動を起こさない。

周囲の状況や環境変化に対応して長期的な視点に立ってものごとを捉え戦略を立案する。

過去の慣習や慣例を改善しながら旧来の慣習を活かしたより良いフレームを創りだす。

旧来の手法や考え方を変える必要性は認識しているが新しい発想や行動を起こさない。
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No.

実施実施実施実施

性別性別性別性別 年齢年齢年齢年齢

【【【【総合判定総合判定総合判定総合判定】】】】 低い 高い

EEEE DDDD CCCC BBBB AAAA SSSS

本人本人本人本人 3.63.63.63.6 ● SSSS AAAA 組 織 牽 引 行 動 BBBB

観察者観察者観察者観察者 2.92.92.92.9 ■ CCCC DDDD 指 示 待 ち 行 動 EEEE

【【【【項目別判定項目別判定項目別判定項目別判定】】】】 11 8

本人本人本人本人 3.6 ||||||||||||||||||||||||||||||||||||||
観察者観察者観察者観察者 2.6 |||||||||||||||||||||||||||
本人本人本人本人 4.0 ||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||

観察者観察者観察者観察者 2.9 ||||||||||||||||||||||||||||||
本人本人本人本人 3.4 ||||||||||||||||||||||||||||||||||| メンバー個々の特性を見極め潜在能力を引き出すべく権限を委譲し活力を高める。

観察者観察者観察者観察者 3.1 |||||||||||||||||||||||||||||||| メンバー個々の長所・短所を把握したうえで権限を与え特性に応じた職務を委任する。

本人本人本人本人 3.0 ||||||||||||||||||||||||||||||| 自己の主張を積極的にアピールするが聴き手のレベルや関心に合わせようとはしない。

観察者観察者観察者観察者 2.7 |||||||||||||||||||||||||||| 自己の主張を積極的にアピールするが聴き手のレベルや関心に合わせようとはしない。

本人本人本人本人 3.9 |||||||||||||||||||||||||||||||||||||||| 組織全体の目標と連動する自己目標を設定して組織への貢献のプロセスを明確にする。

観察者観察者観察者観察者 2.8 ||||||||||||||||||||||||||||| 組織目標と自己目標がどの様に連動していくかを具体的にイメージして目標設定をする。

本人本人本人本人 3.4 |||||||||||||||||||||||||||||||||||
観察者観察者観察者観察者 3.0 |||||||||||||||||||||||||||||||
本人本人本人本人 3.4 |||||||||||||||||||||||||||||||||||

観察者観察者観察者観察者 2.9 ||||||||||||||||||||||||||||||
本人本人本人本人 3.9 ||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||

観察者観察者観察者観察者 2.7 ||||||||||||||||||||||||||||
本人本人本人本人 4.1 ||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||| 具体的な行動計画と細部にいたる予算計画を立てたうえでバランスを考え行動する。

観察者観察者観察者観察者 2.7 |||||||||||||||||||||||||||| 情報収集をして外部環境の変化を反映させながら計画を立て計画に準じて行動する。

本人本人本人本人 3.4 |||||||||||||||||||||||||||||||||||
観察者観察者観察者観察者 2.9 ||||||||||||||||||||||||||||||
本人本人本人本人 3.8 |||||||||||||||||||||||||||||||||||||||

観察者観察者観察者観察者 2.9 ||||||||||||||||||||||||||||||
本人本人本人本人 3.5 ||||||||||||||||||||||||||||||||||||

観察者観察者観察者観察者 2.9 ||||||||||||||||||||||||||||||
本人本人本人本人 3.8 |||||||||||||||||||||||||||||||||||||||

観察者観察者観察者観察者 3.1 ||||||||||||||||||||||||||||||||
本人本人本人本人 3.1 ||||||||||||||||||||||||||||||||

観察者観察者観察者観察者 3.0 |||||||||||||||||||||||||||||||

【開発度】

評評評評　　　　点点点点 発発発発　　　　　　　　揮揮揮揮　　　　　　　　度度度度

リスクに関して敏感でリスクをある程度把握したうえでリスクを極力低減しながら行動する。

重要な案件に関しては業績への影響度を勘案しながら高い意識を持って慎重に対処する。

経営環境の変化に対応するためビジョンに沿ったゴールを設定し中長期戦略を立案する。

周囲の状況や環境変化に対応して長期的な視点に立ってものごとを捉え戦略を立案する。

リスクを常に想定し把握しながらリスクを低減しリターンを増大するべく積極的に行動する。

異なる状況を認識して変化に対応した行動の必要性を感じ臨機応変に対応しようとする。

重要な案件に関しては自己の責任や権限を認識し熟慮したたうえで慎重に対処する。

自らの考えを踏まえながら相手の立場になって相手のニーズに対応する話をする。

現在の状況を踏まえた組織のビジョンについて明快に説明し具体的な手法を伝達する。

組織のビジョンについて伝達はするが具体的なイメージについて曖昧で行動が伴わない。

Act

Feel

Feel

他者からの忠告には拒否反応を示すが自己認識して自省するとともに関係改善に努める。

異なる状況や人間関係を認識したうえでその変化に動じることなく臨機応変に対応する。

ミスを認め他者を非難せずに、他者からの批判も
建設的に受け止め成長の機会として活用する。

自らの過失を認識し他者を非難せずに批判や忠告に対しても真摯に受け止め自省する。

過去の慣習や慣例を改善しながら旧来の慣習を活かしたより良いフレームを創りだす。

異なる状況、組織や人間関係を素早く認識して、変
化に合わせて臨機応変に対応する。

過去の慣習や慣例を改善しながら旧来の慣習を活かしたより良いフレームを創りだす。

Act

Act

イノベーション

戦略的思考

リスクテーキング
職務遂行上発生が予想されるあらゆるリスクを最
小限に抑えて安定的な業績を上げる。

組織の現状を認識し、環境の変化を踏まえて、ビ
ジョンを創造して、社員の動機付けを計る。

思慮深さ

Act

重要な意思決定
リターンの最大化とリスクの最小化を常に意識しな
がら迅速且つ的確な意思決定を行う。

Think

Feel

Think

ビジョン創造

市場の動向や自己の能力をベースに妥当性・論理
性とともに計画性を持ちながら行動する。

Think

計画性・緻密性

経営環境や市場動向、業界情報等を収集・分析し
て、総合的な判断で的確な手法を考え出す。

現状の能力や取り巻く環境を認識した上で、長期
的な視点にたち目標設定を最適化する。

変化対応性

リーダーシップ

説得力

Relation
論理的・感情的な影響力を意図的に活用すること
により相手に対して影響を与える。

チーム内各メンバーの個々の力を引き出すことに
より会社の進むべき方向へ導いていく。

CS360MM

社社社社　　　　名名名名 ○○○○○○○

ココココ
ンンンン
ピピピピ
テテテテ
ンンンン
シシシシーー ーー

・・・・
フフフファァ ァァ

クククク
タタタターー ーー

項項項項　　　　　　　　　　　　　　　　目目目目

最適目標設定

エンパワーメント

内内内内　　　　　　　　　　　　　　　　容容容容

自分の意図を的確に相手に伝え、相手の理解と行
動を促すことができる。

組織を構成するメンバーの潜在能力を引き出し、組
織を活性化させる。

所属所属所属所属

Relation

Relation

メンバーの長所だけでなく短所を把握していて個々の仕事における効果を説明できる。

相手のニーズを引き出しながら状況に応じて自らの考えをアレンジしながら話ができる。

旧来の手法や考え方をどの様に変えていくかにつき説明でき変えるべく協力を要請する。

旧来の手法や考え方を変える必要性は認識しているが新しい発想や行動を起こさない。

○○　○○
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役職役職役職役職○○○

特特特特　　　　性性性性　　　　項項項項　　　　目目目目 内内内内　　　　　　　　　　　　　　　　容容容容

メンバーの長所・短所を把握して最適な配置をしてスキルを活かせられるか説明できる。

ココココ ンンンン ピピピピ テテテテ ンンンン シシシシ ーーーー 開開開開 発発発発 状状状状 況況況況

成 果 創 造 行 動

断 片 的 行 動

評点評点評点評点

市 場 創 造 行 動

状 況 対 応 行 動

Relation

コンピテンシーコンピテンシーコンピテンシーコンピテンシー総合指数総合指数総合指数総合指数
高い業績を達成するための行動特性、発揮能力を兼ね備
え、実際の行動により成果を達成できる。

基基基基　　　　本本本本　　　　的的的的　　　　なななな　　　　特特特特　　　　徴徴徴徴　（　（　（　（上段上段上段上段：：：：本人評価本人評価本人評価本人評価／／／／下段下段下段下段：：：：観察者評価観察者評価観察者評価観察者評価））））

対人インパクト

1つの方法論に固執するのではなく、常に市場の動
きに応じた新しい考えや方法を開発する。

旧態然とした過去の悪しき慣習を打破して全く新し
いフレームを作りながら新しい発想で行動する。革新性

本人評価と観察者評価のギャップ分析の活用により、組織における人材育成・能力開発の具体的な方向性と目標を認識することができます。こ

れまで、曖昧であった自己開発計画策定に一定の指針を得られることで、具体的な行動計画に反映できます。これにより、納得性の高い組織目

標設定が可能になり、組織全体のモチベーションが向上します。

コンピテンシー・サーベイの活用により、個々人の現有コンピテンシーを明確に認識することができます。また、組織強化の源泉となる人財力強

化の方向性や組織課題と人材能力の総体を把握できます。これにより、組織強化に向けたジョブローテーション、人材の適正配置、人材採用等

人事戦略を有効に進めることができます。

「「「「できるかできないかできるかできないかできるかできないかできるかできないか」」」」ではなくではなくではなくではなく「「「「成果成果成果成果にににに結結結結びびびび付付付付けられるかけられるかけられるかけられるか結結結結びびびび付付付付けられないかけられないかけられないかけられないか」」」」がががが業績業績業績業績をををを決決決決めますめますめますめます。。。。「「「「できるかできないかできるかできないかできるかできないかできるかできないか」」」」ではなくではなくではなくではなく「「「「成果成果成果成果にににに結結結結びびびび付付付付けられるかけられるかけられるかけられるか結結結結びびびび付付付付けられないかけられないかけられないかけられないか」」」」がががが業績業績業績業績をををを決決決決めますめますめますめます。。。。

コンピテンシー・サーベイⅠでは、個々人の行動特性が成果に結び付いてるものか結び付いていないものか現状を分析します。

コンピテンシー･サーベイⅡでは、本人の評価と観察者の評価のギャップを分析し、優先して取り組むべき課題を明確にします。

コンピテンシーが能力開発計画の指針を明示します

アウトプットⅠ

アウトプットⅡ

各コンピテンシーが現状でどの程度発揮されて

いるかを本人評価による評点（上段）と観察者か

らみた評点（下段）を並列して表示しています。
評点は5.0を最高点として表示しています。

強みのコンピテンシーと弱みのコンピテンシーを

認識することで今後の自己開発計画策定の指

針となります。

観察者が認知している対象者本人の行動
特性について、全120項目の中から観察
者の評価の高い5項目を抽出。客観的に

みた自己の強みを把握できます。

観察者が認知している対象者本人の行動
特性について、全120項目の中からギャッ

プの数値の低い5項目を抽出。客観的に

みた自己の弱みを把握できます。

観察者が認知している行動特性が本人が

認識している行動特性とどの程度誤差が
生じているかを表示します。全120項目の

中からギャップの数値の上位5項目を抽

出。自己のポテンシャルを見極める指標と

なります。

本人が認識している自己の行動特性が観

察者が認知している行動特性とどの程度
誤差が生じているかを表示します。全120
項目の中からギャップの数値の下位5項
目を抽出。自己の能力開発にあたり優先

的に取り組むべき課題がどこにあるかを
チェックします。

１４のコンピテンシーにおける本人の評価

と観察者からみた評価をチャートで表示し

ています。総体的に捉えることでコンピテ

ンシー相互の現状バランスが一目で把握

できます。

１４のコンピテンシーの中で観察者から見た最も強みであるコンピテンシーと弱みであるコンピテンシー

から見られる基本的な特徴を表示しています。自己認識との比較により優先課題が明らかになります。

各コンピテンシーの現在の表出状況における本

人による評価の特徴と観察者による評価からみ

た特徴を並列して表示しています。

比較対照することで現状の課題とその差異から

本質的な課題が明確になります。

現在の職掌における職務遂行にあたり特に必要

とされる１４のコンピテンシーを表示しています。

開発可能性の高い人間関係に関わるコンピテン

シーから順に開発には時間を要する感情に関わ

るコンピテンシーまで系統立てて表示しています。

１４のコンピテンシーの総合評価（平均レベル）を

表示しています。本人評価と観察者評価のギャッ

プを見極めることで現状レベルが把握でき、今後

の改善計画の重要な判断材料となります。
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人事戦略人事戦略人事戦略人事戦略

企業企業企業企業ミッションミッションミッションミッション企業企業企業企業ミッションミッションミッションミッション

経営戦略経営戦略経営戦略経営戦略経営戦略経営戦略経営戦略経営戦略
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コンピテンシーコンピテンシーコンピテンシーコンピテンシー・・・・サーベイサーベイサーベイサーベイによるによるによるによる診断診断診断診断

・階層ごとに重要視されるコンピテンシーの発揮状況を測定

・多面的評価によるコンピテンシー・ギャップを検証

コンピテンシーコンピテンシーコンピテンシーコンピテンシー・・・・サーベイサーベイサーベイサーベイによるによるによるによる診断診断診断診断

・階層ごとに重要視されるコンピテンシーの発揮状況を測定

・多面的評価によるコンピテンシー・ギャップを検証

コンピテンシーコンピテンシーコンピテンシーコンピテンシー・・・・サーベイサーベイサーベイサーベイのののの活用活用活用活用

・コンピテンシーから見た強み・弱みを見極め優先課題を特定

・コンピテンシー・ギャップからみた個々人の潜在能力の活用

コンピテンシーコンピテンシーコンピテンシーコンピテンシー・・・・サーベイサーベイサーベイサーベイのののの活用活用活用活用

・コンピテンシーから見た強み・弱みを見極め優先課題を特定

・コンピテンシー・ギャップからみた個々人の潜在能力の活用

アクションラーニングソリューションアクションラーニングソリューションアクションラーニングソリューションアクションラーニングソリューション

・モチベーションマネジメントエッセンス

・自己開発計画の策定

コンサルティングソリューションコンサルティングソリューションコンサルティングソリューションコンサルティングソリューション

・人材開発システム構築支援

・人事システム構築支援

アクションラーニングソリューションアクションラーニングソリューションアクションラーニングソリューションアクションラーニングソリューション

・モチベーションマネジメントエッセンス

・自己開発計画の策定

コンサルティングソリューションコンサルティングソリューションコンサルティングソリューションコンサルティングソリューション

・人材開発システム構築支援

・人事システム構築支援人材人材人材人材人材人材人材人材//組織開発組織開発組織開発組織開発コンサルティングコンサルティングコンサルティングコンサルティング組織開発組織開発組織開発組織開発コンサルティングコンサルティングコンサルティングコンサルティング

適材適所適材適所適材適所適材適所のののの人事配置人事配置人事配置人事配置適材適所適材適所適材適所適材適所のののの人事配置人事配置人事配置人事配置適材適所適材適所適材適所適材適所のののの人事配置人事配置人事配置人事配置

強強強強みみみみ・・・・弱弱弱弱みみみみ、、、、志向志向志向志向のののの見極見極見極見極めめめめ強強強強みみみみ・・・・弱弱弱弱みみみみ、、、、志向志向志向志向のののの見極見極見極見極めめめめ強強強強みみみみ・・・・弱弱弱弱みみみみ、、、、志向志向志向志向のののの見極見極見極見極めめめめ

最適人事戦略最適人事戦略最適人事戦略最適人事戦略のののの策定策定策定策定最適人事戦略最適人事戦略最適人事戦略最適人事戦略のののの策定策定策定策定最適人事戦略最適人事戦略最適人事戦略最適人事戦略のののの策定策定策定策定

コンピテンシー・サーベイを活用し、人材戦略に組み込むことで、適材適所の人事配置が可能になり、個々人の強み・弱み、志向を見極めることで

最適人事戦略の策定が可能になります。

古い体質と馴れ合いの風土が

蔓延し、新しい取り組みやリス

クととる姿勢が無くなり、モチ

ベーションが低下しつつある。

現状の問題点 サーベイ実施後の展開

事
例

（
Ｋ
社

）

サーベイ実施によって、各人の強み・弱みが明確になり、一人一人の特性に合った方法

で強みを生かし、弱みを克服する教育体系が構築でき、モチベーションが向上した。さら

に、個々のコンピテンシーを実際の職務にマッチングさせることで的確な人事戦略を実

施することができるようになった。
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ⅠⅠⅠⅠ .... ++ + - --

1
11
1 2

22
2 3

33
3 4

44
4 回答

31 ．自己の役割だけではなく周囲の人たちの役割についても認識していて気にかけている 1 2 3 4

32 ．メンバーが得意とするところをよく知っていて組織の中でどの様に活かせるかを考えている 1 2 3 4

33 ．仕事を進めていく過程で状況に応じアドバイスを与え手法を示すことで指導育成している 1 2 3 4

34 ．メンバーの優れている特定の能力を活かせるように仕事を選別したうえで任せている 1 2 3 4

35 ．業務を遂行するにあたってはメンバーの意見を聞きながら必要に応じて取り入れている 1 2 3 4

36 ．業績が振るわないときには自己の目標を再確認して達成のために行動を惜しまない 1 2 3 4

37 ．問題が発生したときは何故起こったのかについて確認したうえで解決方法を考える 1 2 3 4

38 ．仕事を進めていくうえでの障害に対し支障が生じたときはその程度と原因を見極める 1 2 3 4

39 ．古いスタイルでの進め方には違和感があるが摩擦を起こすよりは従うようにしている 1 2 3 4

40 ．組織がどの様な方向に進んでいくのか踏まえながら自己の役割を位置づけている 1 2 3 4

41 ．何故そのようなことが起こったのかについて考え今後に向けて対応策を考えている 1 2 3 4

42 ．仕事を進めていく上での意思決定に際しては自己の責務や立場を認識して行っている 1 2 3 4

43 ．周囲の状況が変化したときは長期的な視点からまず現時点でなすべきことを考える 1 2 3 4

44 ．旧来の手法や慣習を取り入れながらも新しい方向性を見出すように考え行動している 1 2 3 4

45 ．突然に予期せぬ悪い事態に遭遇しても何とか前向きに考えられるように努めている 1 2 3 4

46 ．自己の役割だけではなく周囲との相乗効果も視野に入れ個々の役割を認識している 1 2 3 4

47 ．メンバーの秀でている点を活かしながら更なるブラッシュアップをできる機会を与えている 1 2 3 4

48 ．職場内での教育のみだけでなく外部の機関も利用して様々な啓発の機会を提供している 1 2 3 4

49 ．メンバーの行動パターンを把握していて隠れた能力を引き出せるように支援している 1 2 3 4

50 ．業務を遂行するにあたりメンバーのできる点や得意な点を考えながら役割を決めている 1 2 3 4

51 ．業績を向上させるために私利私欲を捨て努力を惜しまず高い意識をもって行動している 1 2 3 4

52 ．過去の事例を参照しながら同じ過ちを繰り返さないように対策案を予め考えている 1 2 3 4

53 ．障害が発生したときは再発しないように意識しながら今後に向けて対策を立てておく 1 2 3 4

54 ．古いスタイルでの進め方の問題点を認識していて変えていくよう協力を求めている 1 2 3 4

55 ．自分が組織の一翼として何をすべきかにつき自己の立場に合わせ明確にしている 1 2 3 4

56 ．問題が発生したときには発生原因や状況について冷静に分析して記録に留めている 1 2 3 4

57 ．意思決定の際には重要度を見極めながら自己の基準だけでなく広い視野で判断する 1 2 3 4

58 ．中長期的な計画をたてるときには組織のビジョンに合致した部門目標を設定している 1 2 3 4

59 ．旧来の手法や慣習にはとらわれることなく新しい発想でまったく新しい手法を生み出す 1 2 3 4

60 ．どの様な悪い状態であっても何か良い点を見出し積極的に取り組むようにしている 1 2 3 4
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質問数：１８０問／所要時間：約２５分 回答データ受領後約１週間 診断結果シート（２ページ）
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33
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31 ．自己の役割だけではなく周囲の人たちの役割についても認識していて気にかけている 1 2 3 4

32 ．メンバーが得意とするところをよく知っていて組織の中でどの様に活かせるかを考えている 1 2 3 4

33 ．仕事を進めていく過程で状況に応じアドバイスを与え手法を示すことで指導育成している 1 2 3 4

34 ．メンバーの優れている特定の能力を活かせるように仕事を選別したうえで任せている 1 2 3 4

35 ．業務を遂行するにあたってはメンバーの意見を聞きながら必要に応じて取り入れている 1 2 3 4

36 ．業績が振るわないときには自己の目標を再確認して達成のために行動を惜しまない 1 2 3 4

37 ．問題が発生したときは何故起こったのかについて確認したうえで解決方法を考える 1 2 3 4

38 ．仕事を進めていくうえでの障害に対し支障が生じたときはその程度と原因を見極める 1 2 3 4

39 ．古いスタイルでの進め方には違和感があるが摩擦を起こすよりは従うようにしている 1 2 3 4

40 ．組織がどの様な方向に進んでいくのか踏まえながら自己の役割を位置づけている 1 2 3 4

41 ．何故そのようなことが起こったのかについて考え今後に向けて対応策を考えている 1 2 3 4

42 ．仕事を進めていく上での意思決定に際しては自己の責務や立場を認識して行っている 1 2 3 4

43 ．周囲の状況が変化したときは長期的な視点からまず現時点でなすべきことを考える 1 2 3 4

44 ．旧来の手法や慣習を取り入れながらも新しい方向性を見出すように考え行動している 1 2 3 4

45 ．突然に予期せぬ悪い事態に遭遇しても何とか前向きに考えられるように努めている 1 2 3 4

46 ．自己の役割だけではなく周囲との相乗効果も視野に入れ個々の役割を認識している 1 2 3 4

47 ．メンバーの秀でている点を活かしながら更なるブラッシュアップをできる機会を与えている 1 2 3 4

48 ．職場内での教育のみだけでなく外部の機関も利用して様々な啓発の機会を提供している 1 2 3 4

49 ．メンバーの行動パターンを把握していて隠れた能力を引き出せるように支援している 1 2 3 4

50 ．業務を遂行するにあたりメンバーのできる点や得意な点を考えながら役割を決めている 1 2 3 4

51 ．業績を向上させるために私利私欲を捨て努力を惜しまず高い意識をもって行動している 1 2 3 4

52 ．過去の事例を参照しながら同じ過ちを繰り返さないように対策案を予め考えている 1 2 3 4

53 ．障害が発生したときは再発しないように意識しながら今後に向けて対策を立てておく 1 2 3 4

54 ．古いスタイルでの進め方の問題点を認識していて変えていくよう協力を求めている 1 2 3 4

55 ．自分が組織の一翼として何をすべきかにつき自己の立場に合わせ明確にしている 1 2 3 4

56 ．問題が発生したときには発生原因や状況について冷静に分析して記録に留めている 1 2 3 4

57 ．意思決定の際には重要度を見極めながら自己の基準だけでなく広い視野で判断する 1 2 3 4

58 ．中長期的な計画をたてるときには組織のビジョンに合致した部門目標を設定している 1 2 3 4

59 ．旧来の手法や慣習にはとらわれることなく新しい発想でまったく新しい手法を生み出す 1 2 3 4

60 ．どの様な悪い状態であっても何か良い点を見出し積極的に取り組むようにしている 1 2 3 4
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44
4 回答

31 ．自己の役割だけではなく周囲の人たちの役割についても認識していて気にかけている 1 2 3 4

32 ．メンバーが得意とするところをよく知っていて組織の中でどの様に活かせるかを考えている 1 2 3 4

33 ．仕事を進めていく過程で状況に応じアドバイスを与え手法を示すことで指導育成している 1 2 3 4

34 ．メンバーの優れている特定の能力を活かせるように仕事を選別したうえで任せている 1 2 3 4

35 ．業務を遂行するにあたってはメンバーの意見を聞きながら必要に応じて取り入れている 1 2 3 4

36 ．業績が振るわないときには自己の目標を再確認して達成のために行動を惜しまない 1 2 3 4

37 ．問題が発生したときは何故起こったのかについて確認したうえで解決方法を考える 1 2 3 4

38 ．仕事を進めていくうえでの障害に対し支障が生じたときはその程度と原因を見極める 1 2 3 4

39 ．古いスタイルでの進め方には違和感があるが摩擦を起こすよりは従うようにしている 1 2 3 4

40 ．組織がどの様な方向に進んでいくのか踏まえながら自己の役割を位置づけている 1 2 3 4

41 ．何故そのようなことが起こったのかについて考え今後に向けて対応策を考えている 1 2 3 4

42 ．仕事を進めていく上での意思決定に際しては自己の責務や立場を認識して行っている 1 2 3 4

43 ．周囲の状況が変化したときは長期的な視点からまず現時点でなすべきことを考える 1 2 3 4

44 ．旧来の手法や慣習を取り入れながらも新しい方向性を見出すように考え行動している 1 2 3 4

45 ．突然に予期せぬ悪い事態に遭遇しても何とか前向きに考えられるように努めている 1 2 3 4

46 ．自己の役割だけではなく周囲との相乗効果も視野に入れ個々の役割を認識している 1 2 3 4

47 ．メンバーの秀でている点を活かしながら更なるブラッシュアップをできる機会を与えている 1 2 3 4

48 ．職場内での教育のみだけでなく外部の機関も利用して様々な啓発の機会を提供している 1 2 3 4

49 ．メンバーの行動パターンを把握していて隠れた能力を引き出せるように支援している 1 2 3 4

50 ．業務を遂行するにあたりメンバーのできる点や得意な点を考えながら役割を決めている 1 2 3 4

51 ．業績を向上させるために私利私欲を捨て努力を惜しまず高い意識をもって行動している 1 2 3 4

52 ．過去の事例を参照しながら同じ過ちを繰り返さないように対策案を予め考えている 1 2 3 4

53 ．障害が発生したときは再発しないように意識しながら今後に向けて対策を立てておく 1 2 3 4

54 ．古いスタイルでの進め方の問題点を認識していて変えていくよう協力を求めている 1 2 3 4

55 ．自分が組織の一翼として何をすべきかにつき自己の立場に合わせ明確にしている 1 2 3 4

56 ．問題が発生したときには発生原因や状況について冷静に分析して記録に留めている 1 2 3 4

57 ．意思決定の際には重要度を見極めながら自己の基準だけでなく広い視野で判断する 1 2 3 4

58 ．中長期的な計画をたてるときには組織のビジョンに合致した部門目標を設定している 1 2 3 4

59 ．旧来の手法や慣習にはとらわれることなく新しい発想でまったく新しい手法を生み出す 1 2 3 4

60 ．どの様な悪い状態であっても何か良い点を見出し積極的に取り組むようにしている 1 2 3 4
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実 施 フ ロ ー

活 用 フ ロ ー

2009年　　　月　　　日

所 属 部 署 ／ 役 職 氏 名

COMPETENCY SURVEYCOMPETENCY SURVEYCOMPETENCY SURVEYCOMPETENCY SURVEY
≪本人用≫

実 施 企 業 名 実 施 年 月 日

CSL012105

No.

実施実施実施実施

性別性別性別性別 男 年齢年齢年齢年齢

【【【【ギャップギャップギャップギャップがががが大大大大きいきいきいきい項目項目項目項目（（（（本人評価本人評価本人評価本人評価＞＞＞＞観察者評価観察者評価観察者評価観察者評価）】）】）】）】 【【【【基本的基本的基本的基本的なななな特徴特徴特徴特徴】】】】

NoNoNoNo 本人 観察者 GAP

1111 柔軟性・順応性 3.8 1.9 ▲ 1.9

2222 共感性 3.2 1.8 ▲ 1.5

3333 関係構築 3.1 1.9 ▲ 1.2

4444 チームワーク 2.1 1.0 ▲ 1.0

5555 モティベート 2.6 1.6 ▲ 1.0

【【【【ギャップギャップギャップギャップがががが大大大大きいきいきいきい項目項目項目項目（（（（観察者評価観察者評価観察者評価観察者評価＞＞＞＞本人評価本人評価本人評価本人評価）】）】）】）】

NoNoNoNo 本人 観察者 GAP

1111 計画性・緻密性 2.4 3.8 1.5

2222 ビジネスマインド 2.4 3.7 1.3

3333 コミットメント 2.9 3.8 0.9

4444 主体性 4.7 4.7 0.0

5555 達成・成果 3.5 3.4 ▲ 0.1

【【【【観察者評価観察者評価観察者評価観察者評価がががが高高高高いいいい項目項目項目項目】】】】

NoNoNoNo 本人 観察者 GAP

1111 主体性 4.7 4.7 0.0

2222 課題発見 4.4 4.1 ▲ 0.3

3333 計画性・緻密性 2.4 3.8 1.5

4444 コミットメント 2.9 3.8 0.9

5555 ビジネスマインド 2.4 3.7 1.3

【【【【観察者評価観察者評価観察者評価観察者評価がががが低低低低いいいい項目項目項目項目】】】】

NoNoNoNo 本人 観察者 GAP 〔MEMO〕

1111 チームワーク 2.1 1.0 ▲ 1.0

2222 革新性 1.9 1.0 ▲ 0.9

3333 モティベート 2.6 1.6 ▲ 1.0

4444 共感性 3.2 1.8 ▲ 1.5

5555 コミュニケーション 2.1 1.9 ▲ 0.1
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状況を顧みず自分の言いたいことや考えていることを一方的に相手に伝えている。

COMPETENCY BALANCE CHARTCOMPETENCY BALANCE CHARTCOMPETENCY BALANCE CHARTCOMPETENCY BALANCE CHART

社社社社　　　　名名名名 △△△△△△ 所属所属所属所属 役職役職役職役職

CS360MM COMPETENCY SURVEY 360

旧来の方法に甘んじてしまい新しい発想も出ず具体的な対応策を講じることができない。

コンピテンシー コンピテンシーの特徴

協働することを楽しむが自己中心的であり他者のニーズや懸念に対しては配慮に欠ける。

他者との関係にあまり注意を払うことなく常に自己本位で自ら思うがまま行動する。

他者に対する関心が希薄で他人の事には非協力的な面があり自己中心的に行動する

自己の役割を認識しているが画一的な業務の遂行に専念し決められたアクションをとる。

氏名氏名氏名氏名

☆自己の役割や責任を常に意識しながら、目的意識を持ち率先垂範で行動
する傾向がある。また、どの様な状況下であっても目的意識を見失うことなく、
先んじて行動する。しかし、周囲からの反発があると急速に意欲が減退するこ
とがある。

★他のメンバーに対してあまり関心が無く、単独行動が多くチームでの活動を
敬遠する傾向がある。また、チーム活動の必要性に迫られるとトラブルメーカー
となる可能性がある。トラブル対応が続くと意欲が急激に減退し、状況次第で
は周囲に対しての抵抗となって行動に表れる場合がある。

コンピテンシー

コンピテンシー

コンピテンシーの特徴

2009年6月

□□□
○○　○○

コンピテンシーの特徴

具体的な行動計画と細部にいたる予算計画を立てたうえでバランスを考え行動する。

仕事を通じて成長するために何をすべきかを把握しながらそれを実現すべく行動している。

個人目的よりも組織目的を優先させながら組織目的達成のため献身的に努力を続ける

コンピテンシー コンピテンシーの特徴

どの様な状況下においても常に責任意識と目的意識を持ち自ら率先垂範して行動する。

業務遂行上の障害に対して原因を的確に捉えその有効対策とともにデータを蓄積する。

仕事を通じて成長するために何をすべきかを把握しながらそれを実現すべく行動している。

どの様な状況下においても常に責任意識と目的意識を持ち自ら率先垂範して行動する。

業績責任について常に高いレベルで果たすべく努力を惜しまず行動している。

具体的な行動計画と細部にいたる予算計画を立てたうえでバランスを考え行動する。

個人目的よりも組織目的を優先させながら組織目的達成のため献身的に努力を続ける

他者に対する関心が希薄で他人の事には非協力的な面があり自己中心的に行動する

旧態依然とした過去の手法や慣習に捉われ新しい発想で行動しようとする意欲に欠ける。

自己の役割を認識しているが画一的な業務の遂行に専念し決められたアクションをとる。

協働することを楽しむが自己中心的であり他者のニーズや懸念に対しては配慮に欠ける。
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5.0

コミュニケーション

チームワーク

モティベート
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コミットメント

課題発見

達成・成果

ビジネスマインド

計画性・緻密性

革新性

共感性

思慮深さ

主体性

柔軟性・順応性

本　 人

観察者
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No.

実施実施実施実施

性別性別性別性別 男 年齢年齢年齢年齢

【【【【総合判定総合判定総合判定総合判定】】】】

EEEE DDDD CCCC BBBB AAAA SSSS

本人本人本人本人 3.0 ● SSSS AAAA 組 織 牽 引 行 動 BBBB

観察者観察者観察者観察者 2.6 ■ CCCC DDDD 指 示 待 ち 行 動 EEEE

【【【【項目別判定項目別判定項目別判定項目別判定】】】】 11 8

本人本人本人本人 2.1 |||||||||||||||||||||
観察者観察者観察者観察者 1.9 ||||||||||||||||||||
本人本人本人本人 2.1 |||||||||||||||||||||
観察者観察者観察者観察者 1.0 ||||||||||
本人本人本人本人 2.6 ||||||||||||||||||||||||||| 自己の役割を認識し相手の役割もある程度認識しているがあまり関心を持たない。

観察者観察者観察者観察者 1.6 |||||||||||||||| 自己の役割を認識しているが画一的な業務の遂行に専念し決められたアクションをとる。

本人本人本人本人 3.1 |||||||||||||||||||||||||||||||| 相手が自分と敵対する関係にあっても自分の意図に即して相手の行動を引き出す。

観察者観察者観察者観察者 1.9 |||||||||||||||||||| 他者との関係にあまり注意を払うことなく常に自己本位で自ら思うがまま行動する。

本人本人本人本人 2.9 |||||||||||||||||||||||||||||| 自己の目的意識を明確に持ち、組織のミッションとゴールを理解し積極的にサポートする

観察者観察者観察者観察者 3.8 |||||||||||||||||||||||||||||||||||||||| 個人目的よりも組織目的を優先させながら組織目的達成のため献身的に努力を続ける

本人本人本人本人 4.4 ||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||
観察者観察者観察者観察者 4.1 |||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||
本人本人本人本人 3.5 |||||||||||||||||||||||||||||||||||||
観察者観察者観察者観察者 3.4 |||||||||||||||||||||||||||||||||||
本人本人本人本人 2.4 ||||||||||||||||||||||||
観察者観察者観察者観察者 3.7 ||||||||||||||||||||||||||||||||||||||
本人本人本人本人 2.4 |||||||||||||||||||||||| 情報収集をして外部環境の変化を反映させながら計画を立て計画に準じて行動する。

観察者観察者観察者観察者 3.8 |||||||||||||||||||||||||||||||||||||||| 具体的な行動計画と細部にいたる予算計画を立てたうえでバランスを考え行動する。

本人本人本人本人 1.9 ||||||||||||||||||||
観察者観察者観察者観察者 1.0 ||||||||||
本人本人本人本人 3.2 |||||||||||||||||||||||||||||||||
観察者観察者観察者観察者 1.8 ||||||||||||||||||
本人本人本人本人 2.8 |||||||||||||||||||||||||||||
観察者観察者観察者観察者 1.9 ||||||||||||||||||||
本人本人本人本人 4.7 |||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||
観察者観察者観察者観察者 4.7 |||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||
本人本人本人本人 3.8 ||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||
観察者観察者観察者観察者 1.9 ||||||||||||||||||||
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基基基基　　　　本本本本　　　　的的的的　　　　なななな　　　　特特特特　　　　徴徴徴徴　（　（　（　（上段上段上段上段：：：：本人評価本人評価本人評価本人評価／／／／下段下段下段下段：：：：観察者評価観察者評価観察者評価観察者評価））））

氏名氏名氏名氏名

市 場 創 造 行 動

状 況 対 応 行 動

成 果 創 造 行 動

断 片 的 行 動

評評評評　　　　点点点点

外部の利害関係者に対して相手に応じてコミュニケーション手段を使い分けている。

状況を顧みず自分の言いたいことや考えていることを一方的に相手に伝えている。

他者と役割内容に相違があることを認識したうえで支援できる権限の範囲内で支援する

発発発発　　　　　　　　揮揮揮揮　　　　　　　　度度度度

他者に対する関心が希薄で他人の事には非協力的な面があり自己中心的に行動する

自分の役割や立場だけでなく組織や社会における役割や立場も認識して行動している。

仕事を通じて成長するために何をすべきかを把握しながらそれを実現すべく行動している。

どの様な状況下においても常に責任意識と目的意識を持ち自ら率先垂範して行動する。

業務遂行上起こりうる障害に対して事前に仮説検証を繰り返し個別対策をたて備える。

業務遂行上の障害に対して原因を的確に捉えその有効対策とともにデータを蓄積する。

高い目標を設定し果たすべく努力するのみでなく果たせない場合自らを律している。

業績責任について常に高いレベルで果たすべく努力を惜しまず行動している。

過去の慣習や慣例の改善を試みるが表面上の改善に留まり本質的な改善には至らない。

旧態依然とした過去の手法や慣習に捉われ新しい発想で行動しようとする意欲に欠ける。

他者のニーズや懸念に配慮して表面に出ない感情や考え方を理解しながら協働する。

協働することを楽しむが自己中心的であり他者のニーズや懸念に対しては配慮に欠ける。

Fe el

Fe el

他者からの忠告には敵対意識を抱き他者を非難することもあるが責任意識はあり自省する。

どの様な状況下においても常に責任意識と目的意識を持ち自ら率先垂範して行動する。

ミスを認め他者を非難せずに、他者からの批判も
建設的に受け止め成長の機会として活用する。

自らの過失を認識し他者を非難せずに批判や忠告に対しても真摯に受け止め自省する。

旧来の方法に甘んじてしまい新しい発想も出ず具体的な対応策を講じることができない。

他者によって導かれるのではなく、自らが率先して
自己の責任を自覚しながら行動する。

変化や転機をビジネスチャンスと捉えてより高いレベルで仕事ができるように創意工夫する。

Relat ion

Relat ion

Relat ion

Act

Act

Act

Thi nk

Thi nk

Fe el

Fe el

市場の動向や自己の能力をベースに妥当性・論理
性とともに計画性を持ちながら行動する。

Fe el
旧態依然とした過去の悪しき慣習を打破して、まっ
たく新しいフレームを創り新しい発想で行動する。

他者のニーズや懸念に対して配慮し、一緒にする
ことを楽しみ、適切な会話をして交流する。

業務を遂行する上での障害となる課題の所在を的
確につかみ、その対処を事前に行う。

総体的な視野に立って目標設定をして、その達成
に向けて粘り強く行動し、成果に結びつける。

自社の持つ強み弱みを理解し、自らの行動が収益
に結びついていくのかを考えながら行動する。

共通の目標を意識しながら行動して、それを達成
することが重要であることを認識して、協力し合う。

自己の役割を認識するとともに他者を積極的に理
解し、常に動機付け、高い意識を維持していく。

自己の能力や特性を認識したうえで、新たな対人
関係を構築し良好な人間関係を維持する。

組織の方向性を十分に理解した上で自己の役割と
目標を明確にしてその達成に責任を持つ。

主体性

柔軟性・順応性

共感性

思慮深さ

計画性・緻密性

革新性

コミットメント

達成・成果

ビジネスマインド
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□□□

2009年6月

CS360MM

ココココ ンンンン ピピピピ テテテテ ンンンン シシシシ ーーーー 開開開開 発発発発 状状状状 況況況況

○○　○○

口頭や文書によるコミュニケーション手段を活用す
ることで、自分の意図に即して相手を動かす。

あらゆる変化に対応するとともに、そこで生じる変
化をビジネスチャンスと捉え、果敢に行動する。

コミュニケーション Relat ion

関係構築

コンピテンシーコンピテンシーコンピテンシーコンピテンシー総合指数総合指数総合指数総合指数
高い業績を達成するための行動特性、発揮能力を兼ね備
え、実際の行動により成果を達成できる。

チームワーク

モティベート

ココココ
ンンンン

ピピピピ
テテテテ

ンンンン
シシシシーー ーー

・・・・

フフフファァ ァァ

クククク
タタタターー ーー
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